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態」の基本的な感覚であり，漠然とした原始感覚といわれている。この内臓感覚は，自律神経と  
同じ場所に中枢を持つ感情作用と関連しあうことが，心理面から見てとくに注意すべき点である  










ける身体とは，感じる場でありながら，同時にそれを表現する手段となっているともいえよう。   
また，身体の感覚から感情の体験を表現し，他者と共有するということは，臨床場面に限らす，  
日常生活の中でごく普通に行われている。私たちは，怒りや，悲しみを表現する際，「はらわた  
が煮えくり返った。」「胸が張り裂けそうだ。」というように ，様々な形で身体に関する言葉を使  
用する。それはやはり，簡単には説明しきれない個人の内的体験を，その生きた感覚を殺すこと  
なく伝える手段として，身体が最も有効であることを，私たちが本能的，経験的に知っているか  


























＜方  法＞  
調査は質問紙法によって行った。個人個人に配布し，自由時間に回答がなされ，時間制限はな  
かった。実施期間は1998年11月～12月であった。大学生，大学院生，研究生，聴講生を被験者と  
した。有効回答数は，1762部（男子96名，女子77名 平均年齢＝21．7才）であった。  
質問紙は3部構成とし，以下にそれを示す。  




















③「身体に関する言語を使った感情表現語の調査」   
怒り，悲しみ，恐れ，喜び，驚きを，基本感情とし，「あなたは，あなた自身が体験する感情  
をより生き生きと人に伝えたいとき，身体に関する言語を使って，どのように表現しますか？か  
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っこ内に記された感情について，その表現法を記入して下さい。」と教示し，自由記述で回答を  
求めた。  



























0．12865  0．22902   0．21199  
0．01423  0．12388   0．2277  
0，0691  －0，0754   －0，10588  
0．13315  0．10662  －0．09931  
0．04236  0．14899  －0．01686  
0．36621 －0．12064   0．11668  
0．23899  0▲37951  0．13132  
0．29601  0，00663  －0．00849  
0．13659  0．36027   0．12897  
0．15869  0．10227   0．17804  
0．08485  0．12783   0．14409  
0．05956  0．37011  －0．28439  
0．38855  0．19664  
0．3759   0．27714  
0．35449  －0．208  
0．32678  －0．14575  
0．3057  －0．11451  













33．テレビでスポーツ塙組を見ていると、自分がやっているように体に力が入る。  一0．24345  0．04486 0．18626  0．09175  
57．人は外に現れた私だけを本当の私だと思っている。  
62．大事なのは、体についてのことより、精神的なことだと思う。  
39．相手が書んでいるときに、その気持ちを感じとって一緒にうれしい   
気持ちになったことがある。  
14．相手が楽しい気分になっているときに、その楽しさを感じとろうとし、   
その人の気持ちを味わったことがある  















0．25352  －0．06247  0．0785   －0．02068  






















ー0．17903  0，41868  0．2866    0．00704   
0．26241 －0．35924 －0．04632   0．31907  
－0．06043  0．33347  －0．01382   0．29467  
0．04581  0．32502 －0．08265  －0．07703  


































16，自分では相手のことがわかっているつもりなのに、「わかっていない」   
と友達から言われることがある  
26．自分で自分の体に触れていると、安心してくる。  
－0．04371  0．19792  
0．05896  0．15804  
0．04754  －0．34085  
－0．16399  0．01734  
－0．15853  －0．14149  
0．38644  0．0776  


















0．26518  0．1714  ．39784  
0．07062  0．11914 ．39032  
－0．14892  0．1782   ．3 825  
－0．09407  0．24685  ． 7719  
0．2441  0．06768  0．35755  
－0．06774  －0．01617  0．33859  
－0．02386  －0．00581 0．33572  
0．0116  －0．01435  0，26193  
0．09449  0．06664  0． 51  
0．04748  0．05622  0．15739  
－0．13204  0．08297  0．05141  
－0．11716  0．30686  0．12615  
－0．14783  0．01932 －0．11093  
0．28476  －0．05705 ・0．05351  
－0．02305  0．22808  0．21876  
0．00531 －0．12597  0．23846  
－0．22661  0．01804  0．04514  
0．01032  0．14209  0，05917  
0．00549  0．13267  0．04116  
0．2977  －0．14072  0．06059  
0．17728  －0．31226  0．07496  
0．15101 －0．1686  0．20934  
0．2115  －0．01349  0．04662  
0．07742  －0．1059   0．2614  
0．0723  －0．13523 －0．19952   
0．16669  －0．01759 ・0．01363   
0．04653  0．19387  0．19296  
0．38299  




0．25648   
0．25 09   
0．19478  
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図1 感情別 感受する身体部位数 F24，4104）＝40・76：p＜・001  
表2 感情別感受する身体部位数の分散分析の多重比較  
緊張、倦怠感＞楽しさ＞無力感、恐れ＞幸福感、愛情、不安、怒り＞恥、孤独  
恥、孤独、自信、忍耐、空虚＞屈辱＞喜び、空虚感＞おどろき、＞悲しみ  




－414－   
松山：感情体験の身体的側面からの基礎研究  
表3 各身体部位の感受率の分散分析多重比較  
P＜．Ol  
l   P＜．05   
頚＞手、肩、腹、背中、足、首、腰   頭＞胸、手、肩、腹、背中、足、首、腰   
胸＞手、肩、腹、背中、足、首、腰手＞肩、腰、背中、  腹＞首、腰   
足、首、腰   
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◆ 無力感   









恐れ F（8，1392）＝88．42：P＜．001  
怒り F（8，1400）＝139．48：P＜．001  
暮び F（8，1400）＝119．84：Pく．001  
悲しみF（8，1400）＝87．06：P＜．001  
書き F（8，1368）＝59．00：Pく．001   
図3 感情群ごとの各身体部位での感受率  
表4 感情別各身体部位での感受率の分散分析多重比較表  
無力感  P＜．01   P＜．05   
東＞肩、胸、背中、足、首、腹、腰、手  胸＞背中、足首、腹、腰、手   
肩＞背中、足、首、腹、腰、手   腹＞腰、手   
胸＞腹、腰、手   腰＞手   
背中、足＞腹、腰、手   
首＞腰、手   
恐れ  P＜．01   P＜．05   
胸、頭＞背中、手、腹、首、肩、足、腰  背中＞腹、首、肩、足、腰   
背中、手＞足、腰   手＞首、帝、足、腰   
胸、頭、背中、手、腹、首、肩、足＞腰  腹＞足、腰   
怒り  P＜．01   P＜．05   
頚＞胸、腹、手、肩、足、首、背中、腰  手＞肩、足、首、背中、腰   
胸＞腹、手、肩、足、首、背中、腰   
腹＞手、肩、足、首、背中、腰   
手＞足、首、背中、腰   
足、首＞背中、腰   
喜び  P＜．01   P＜．05   
胸＞頚、手、足、腹、肩、背中、首、腰  手＞肩、背中、首、腰   
頭＞手、足、腹、肩、背中、首、腰   
手＞足、腹、肩、背中、首、腰   
足、腹＞背中、首、腰   
背中＞腰   
悲しみ P＜．01   P＜．05   
胸、頭＞背中、肩、腹、手、首、足、腰  背中、肩＞手、首、足、腰   
背中、肩、腹＞首、足、腰   手＞首、足、腰   
手＞足、腰   足＞腰   
足＞腰   
首＞腰   
驚き  P＜．01   P＜．05   
胸、頭＞肩、首、手、背中、腹、足、腰  肩＞首、手、背中、腹、足、腰   
胸、頭、肩、首、手、背中、腹、足、＞腰  手＞足、腰   
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表5 音感情表現の上位語  （）は，回答数  
恐れ  （243）   怒り  （177）   喜び  （144）   
背筋がぞっとする（50）   頭に血が上る（15）   胸が躍る（15）   
首筋が緊張する（29）   はらわたが煮えく り返る  胸が一杯になる（10）   
手足が震える （23）   （10）   体が浮き上がる（9）   
手足がすくむ （17）   腹が立つ（10）   浮き足立つ（9）   
胸がどきどきする（11）   頭にくる ■（10）   足が踊り出す（9）   
首筋がぞっとする（9）   頭の中が切れる （10）   顔がほころぶ（9）   
身の毛がよだつ（7）   手を握りしめる（10）   手をたたく（7）   
顔がひきつる （5）   手が震える（9）   胸が弾む （6）   
体が震える（5）  顔が熱くなる （10）   目が輝く （5）   
腰が抜ける（5）  
悲しみ （130）   驚き  （189）  
胸が締め付けられる（14）   目玉が飛び出る（24）   
涙がでそう （13）   目を見張る（18）   
胸が痛い（10）   心臓が飛び出す（18）   
胸がつぶされる（9）   心臓が止まる（13）   
胸が張り裂ける（9）   腰が抜ける（11）   
胸が塞がれる（7）   心臓がぎくっとする（11）   
体がだるい、力が抜ける（6）  口を開ける（8）   
胸が空っぽになる（5）   肩が飛び上がる（6）   
足が重たい（4）   頭を殴られたよう（6）   
目頭が熱くなる（3）  胸がどきどきする（6）   
頭が重たい（3）  
頭の中が真っ白（3）  
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国共感性尺度   
上位群  
■共感性尺度   
下位群  
無   想    恕    暮  
姦 九  り び  
無力感 t（70．5）＝－3．15p＜0300240  
恐れ t（74．0）＝－11．6n．s  
綴り t（73．4）ご－3．43p＜0．001  
暮びt（73．9）＝－2019pく0．0311  
悲しみ t（73．4）＝一乙40pく0，0188  
驚き t（68．4）王0．703∩．＄  
感情  




担感情的被影響性因子   
上位群   




き 感情  
無力感t（825トー338pく0．0011  
恐れ t（829トー397pく0，0002  
怒り t（83．0）－－305pく0．0031  
暮びt（80．8トー1．糾∩．S  
悲しみ t（81．1ト・3．72p＜0．0004  
暮きt（825トー133∩．S  
図6 感情的被影響性因子の  
上位群下位群別、感じる身体部位数  
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付  記  
本論文は，京都大学教育学部に提出した卒業論文（1998年提出）を，加筆，修正したものである。  
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